
令和４年度 観光ルート開発モデル（１次産業体験）
事業実施報告書（概要版）

実施地域：西多摩（檜原村）／南多摩（町田市）
事業実施者：京王観光株式会社

多摩地域は、豊かな自然や多くの観光資源が存在しているものの、１箇所で旅行者等を集客できる観光資源は
少なく、都心からの移動時間を有効に使える観光ルートも少ない。そのため、旅行者等が多摩の魅力を肌で感じ、
リピーターとして再び多摩地域を訪れたくなるような観光資源の発掘と観光ルート開発を行い、国内旅行者等
の誘致を促進する。

実 施 目 的

実 施 内 容

事 業 成 果

今後の課題と展開

(1)ツアー実施による認知度の向上

(2)ツアーの質・価値を高める取り組み（旅前の情報提供の充実）

単に情報発信に留まらない実際に訪問するツアー化は、来訪者の満足度を高め、当該エリアの観光資源や産業の認知
度を高めることが期待できるものと考える。早期にツアー化に取り組むことや観光モデルルートの公開などが今後対
応すべき課題としてあらためて認識した。

今回のモニターツアーのアンケートで得られた貴重な声を活かし、ブラッシュアップを行う。その地域の１次産業や食
を理解できるようにストーリー化することでツアーの質を高めていくことが重要と考える。
また、そのツアーの価値を理解してもらうためには実施地域や受入先との相互理解と協力を得る必要があり、受入先、
地域、実施事業者、ツアー参加者がそれぞれメリットを享受できるような取り組みが求められると考える。
参加者のツアー想定価格と差があるため、従来のツアーパンフレットでは表現できないデジタル技術等を活用した新
たなPR方法を取り入れるツアーへの参加を動機づける仕組みなどが必要である。
また、インバウンドの消費意欲は非常に高く、価格よりも体験価値を優先する傾向があるため、想定するツアー単価で
も受入が可能と想定され、国内観光客向けの定期ツアー化を進めるほか、インバウンドをターゲットとした販売戦略も
同時に進めることも必要と考え、これによりインバウンド向けのコンテンツも磨き上げられるものと考える。

(1)１次産業への理解

ツアー終了時のアンケートでは、参加者のすべてが東
京の１次産業について理解いただき、その約８割が「十
分理解」「やや理解」との評価をいただいた。

参加者の感想、アンケートなどから、１次産業および
食に対する認知度がツアー参加によってさらに深まり、
当該エリアの観光資源への関心度が高いことがうかが
えた。

(2)１次産業の認知度

参加者の感想およびアンケートなどから、実施エリア
に対する興味関心がツアー参加によってさらに深まり、
当該エリアの関心度が高いことがうかがえた。

（4）モニターツアーエリアの興味関心

（３)モニターツアーエリアの興味関心

参加者の感想およびアンケートなどから、実施エリアに対する興味関心がツアー参加によってさらに深まり、当該エ
リアの関心度が高いことがうかがえた。

（5)ツアーの満足度を高める仕組み
今回のモニターツアーは全てにおいて体験コンテンツ取り入れ、１次産業や食に対する事業者や生産者の声を直接
聞く機会を設けた。単に体験する、見学するだけに留まらず、そこに携わる人の生の声を聴くことが、そのコンテン
ツについてさらなる理解とツアーの満足度を高めることがうかがえ、アンケートからも満足感が高まった様子がう
かがえた。

（3）着地型およびマイクロツーリズムの推進
コロナ禍で、マイクロツーリズムが注目された。これを契機にこれまでとは違った着地型の学びなど有意義なツアー
を提供し、コロナ前の旅行スタイルを変える働きかけも重要と考え、当該地域と関係する事業者、団体が協力して取り
組むことがますます重要になると考える。
また、マイクロツーリズムでは二次交通の課題を解消するためにもワンストップですべての手配が完了し、移動時間
の心配もないツアー化が望まれ、ツアー化により地域内の資源を結び付けることが可能と考える。
さらに域内の宿泊需要やツアー終了後の飲食需要など、ツアー以外での消費活動も拡大することが可能であり、ツ
アーに留まらない効果も得られると想定する。

(4)受け入れ態勢の整備と支援

観光地化されていない受入施設ではツアー化することで窓口を旅行会社に一本化し、開催日時を限定することで受
入施設の負担を軽減することができる。また、施設面でも駐車場やトイレなどの設備面での整備にも負担が発生する
ことから、地域の観光関連団体等に整備の支援と理解を求めることも重要と考える。

(５)旅行を通じた、環境教育、SDGsへの取り組み強化
本テーマは１次産業体験であり、農業・林業・漁業ともに自然・地球環境保全などと密接な関係がある。自然の恵みを
直接的に享受する１次産業に従事する人は、その保全と維持の重要さを日々の仕事を通じて体験している。 昨今、教
育現場で取り入れられているSDGｓや環境問題の教材として、この１次産業体験ツアーを活用することは有効であると
考える。これにより、若い世代に将来の１次産業に関心を持ち就業につなげることや、SDGｓ、地球環境への理解をさ
らに深めることが可能であり、教育旅行において質の高い内容を提供でき、新たな展開の可能性も見えた。
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